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第2回臨時会第2回定例会/条例・人事・請願等

平成29年 第2回　臨時会議案審議結果 ○…賛成　×…反対　欠…欠席
除は地方自治法第 117 条の除斥
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承 認 第 2 号 専決処分の承認を求める件
［甲斐市税条例の一部改正］ 5 月 19 日 承認 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承 認 第 3 号 専決処分の承認を求める件
［甲斐市国民健康保険税条例の一部改正］ 5 月 19 日 承認 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 41 号 平成29年度甲斐市一般会計補正予算(第1号) 5 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 42 号 (仮称）中部公園セミナーハウス建築主体工事
請負契約締結の件 5 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

会派名
議席番号

議員名

議案番号 議案名

※議長（小浦宗光）は可否同数以外は採決に加わらない。

おもな歳入（財源）
国 庫 支 出 金 1 億 7,548 万円

おもな歳出（使いみち）
民 生 費 臨時福祉給付金（経済対策分）給付事業 1 億 7,548 万円

　一般会計補正予算（第1号）は、国庫
補助金を財源に、社会福祉総務費の補
正予算が提出され、採決の結果、全会
一致で可決しました。

◇施設概要
　新築する建物は、鉄骨２階建て、延べ床面積約934㎡で、竜王中部公園整備事業の
一環として建設します。１階には、研修室や調理室、約150人を収容できる講堂、２階
には、研修室や和室などを配備し、屋上には、太陽光発電設備を設置する予定です。
　なお、供用開始は、平成30年4月を予定しています。
◇請負契約の締結を可決

契約の目的 契約の方法 契約の金額 契約の相手方
（仮称）中部公園セミ
ナーハウス建築主体
工事

一般競争入札による
契約

２億３，２２０万円 国際建設・依田建設
（仮称）中部公園セミナーハウ
ス建築主体工事共同企業体
代表者 佐々木幸一

【（仮称）中部公園セミナーハウス】生涯学習施設のほか、
災害時の避難生活の支援拠点として整備

起工式の様子（6月13日） 完成イメージ

今定例会で審査した条例の一部を紹介します。条例の審査

　甲斐市高校生等医療費助成金支給条例の制定に伴い、満18歳に達する日以後
の最初の3月31日までの間にある、重度心身障がい者に対し、入院時の食事療養
費を助成するために条例の一部改正をするものです。

甲斐市重度心身障がい者医療費助成条例の一部改正の件を可決

●主な質疑
対象となる人数はどれくらいいるか。
20 人の見込みである。

助成を 4 月 1 日から開始することはでき
ないか。
甲斐市高校生等医療費助成金支給条例の
施行に併せ 9 月 1 日からの助成となる。

Q

Q

A

A

●全国市議会議長会（5月24日）
　市議会議員勤続20年表彰
　樋泉明広議員

●山梨県市議会議長会（４月18日）
議長２年表彰
有泉庸一郎議員

●中巨摩地区広域事務組合（3月30日）
　組合議員４年感謝状
　山本今朝雄議員、米山昇議員、清水正二議員

　定例会初日（6月15日）に議員表彰の伝達式を行いました。

　任期満了に伴い、野口英夫氏（西八幡）および岩下和夫氏（中下条）の推
薦に対し、適任であると決定しました。

人権擁護委員候補者

定例会人事

表彰の伝達
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１億7,548万円増額
平成２９年度一般会計補正予算（第１号）
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請願審査の結果および意見書の提出

請願の内容  「治安維持法犠牲者国家賠償法（仮称）の制定を求める意見書」の提出を求める請願⇒不採択
【請願者】　治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟　山梨県本部　会長　石丸あきじ　【紹介議員】　松井豊

【請願者】　一般社団法人　グレイス・ロード　代表　佐々木広　【紹介議員】　横山洋介、滝川美幸、金丸寛
請願の内容  ギャンブル依存症対策に関する請願書⇒採択（全会一致）

意見書の提出  ギャンブル依存症対策に関する意見書⇒可決（全会一致）

ギャンブル依存症に悩む当事者や家族に対して、国の責任において、予防を含む回復に向けた
十分なギャンブル依存症対策を講ずること

■要望事項

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣■提出先

第2回定例会の様子
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甲斐市版ネウボラ事業の充実へ
平成２９年度一般会計補正予算（第２号）産後うつ※予防にむけた 健診費用など ５，４４６万円増額を可決

　子育て先進国といわれるフィンランドでは、妊娠期、
乳幼児期、就学前までの子どもの健やかな成長・発達
および、母親や家族全体の心身の健康サポートを行う

「ネウボラ」という子育て支援サービスが存在します。
ネウボラは、アドバイスの場という意味を持ちます。
　甲斐市では、核家族化の進展や人口減少問題、産後
うつのアンケート結果等を背景に、市、地域、保育園・
学校、医療機関、その他の関係機関が連携し、子育て
に不安を抱えている親・子の「笑顔を育む」ため、妊娠・
出産から子育て期まで、切れ目のない子育てを支援す
る甲斐市版ネウボラ事業を推進しています。

●主な質疑

●主な質疑

●主な質疑

年間ではどれくらいの対象者を見込んでいるか。
年間の出生数が 750 人前後のため、750 人を見込んでいる。

第一子のみが対象か。
すべての新生児が対象となる。

東京の大学だけでなく長野県の大学に通学する場合も対象となるか。
長野県の大学に通学する場合も対象となる。

Q

Q

Q

A

A

A

◇補正予算の可決に伴い、新たに実施される事業を紹介します。

産婦健康診査費助成事業
　産後うつの予防および新生児への虐待や育児放棄の防止につながることを目的に、平
成29年7月から甲斐市に住所を有する産婦を対象とし、概ね産後2週間と1か月の産婦検
診2回分の費用に対し、1回あたり、5,000円（2回で10,000円）を上限に助成する事業です。

新生児聴覚検査費助成事業
　聴覚障害の早期発見・早期療育を図ることを目的に、甲斐市に住所を有する
新生児保護者を対象とし、平成29年7月から新生児聴覚検査の1回分の費用に
対し、3,000円を上限に助成する事業です。

遠距離通学定期券購入費補助事業
　中央東線（東京-塩尻間）利用者の増加や、竜王駅・塩崎駅の活性化および進学時等の
人口転出を抑制するために、平成29年4月以降に県外の大学等に自宅から通学する学生
を対象とした通学定期券購入費の2分の1以内（限度額は月1万円）を補助する事業です。

新規事業の紹介

※産後うつ
育児のストレスや重圧、出産に伴うホルモンのバランスの変化などさまざまな要因で発症するとされる。初産の場合、精神的な不調がみられる人は
産後２か月ごろまでが多く、特に産後２週間までの発症リスクが高いという。

　一般会計補正予算（第 2 号）は、基金繰入金、市債、
国県補助金などを財源に、都市計画費、総務管理費、保
健衛生費などの増額の補正予算が提出され、採決の結果、
全会一致で可決しました。

●おもな歳入（財源）
繰 入 金 　　　　1,874 万円
市 債 　　　　　1,520 万円
国 庫 支 出 金 　　1,064 万円
諸 収 入 　　　　　　868 万円
県 支 出 金 　　　　　120 万円

●おもな歳出（使いみち）
土 木 費 公園整備事業（上八幡公園整備事業）、塩崎駅周辺整備事業 2,400 万円
総 務 費 自治振興事業、遠距離通学定期券購入費補助事業、市有財産維持管理事業 1,534 万円
衛 生 費 母子保健事業（産婦健康診査費助成事業、新生児聴覚検査費助成事業） 708 万円
教 育 費 文化財調査事業、生涯学習推進事業 518 万円
消 防 費 防災無線施設維持管理事業、災害対策整備事業 281 万円
農 林 水 産 費 農業委員会費 5 万円

●特別会計補正予算

上八幡公園予定地

会　  　計　  　名 予算額 補正額 総額
国民健康保険特別会計 92 億 5,626 万円 219 万円 92 億 5,845 万円
水道事業会計（資本的支出） 3 億 8,052 万円 1,026 万円 3 億 9,078 万円

甲斐市版ネウボラ事業イメージ図

竜王駅甲斐市版ネウボラ事業とは
市

子育て世代包括支援センター
ネウボラ事業推進協議会

関係機関
医療機関、保健所、
児童相談所など

地域
愛育会、ファミリー
サポートセンターなど

保育・教育機関
保育園、幼稚園、
小中学校など
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第2回定例会／委員会レポート第２回定例会／議案審議結果

今定例会における各常任委員会での議案審査の
質疑を抜粋してお伝えします。

（６月２０、２１日開催）委員会レポート
厚生環境常任委員会

概要：産婦健康診査費助成事業、新生児聴覚検査費助
成事業の開始に伴う受診票や医療機関への経費の増額

概要：前期高齢者（65 歳以上 75 歳未満）に係る保
険者間の医療費の不均衡を調整する前期高齢者納付
金の決定に伴う増額

事業の財源はどうなっているのか。
産婦健康診査費助成事業は、２分の１が国庫補
助金、残りが一般財源である。
　新生児聴覚検
査費助成事業は、
全て一般財源だ
が、地方交付税措
置がされている。

今回の基金繰り入れにより基金残高はいくらと
なるか。
平成29年度末で約5億円となる見込みである。

Q
A

Q

A

母子保健事業 708 万円の増額

国民健康保険特別会計補正予算 219 万円の増額

総務教育常任委員会

概要：関係法律などの改正に伴い、個人情報の定義
の明確化を図るほか、要配慮個人情報および個人識
別符号等に関する規定を追加するなど所要の改正を行
うもの

要配慮個人情報とは。
人種、信条、社会的身分、病歴、犯罪等の経
歴、犯罪により被害をこうむった事実、本人
に対する不当な差別、偏見など本人に不利益
が生じないよう配慮するべき情報が該当する。
基本的に市などの実施機関は保有してはなら
ない。

Q
A

甲斐市個人情報保護条例及び甲斐市情報公
開条例の一部改正の件条例

建設経済常任委員会

概要：JRと塩崎駅構内塩崎架道橋改築に関する施行協定を平
成26年に締結しているが、駅ホーム改良工事の追加など内容や
期間の変更が必要になったことに伴い、変更協定を締結するもの

現段階では、平成31年3月31日までの工期で、
全て終了するという理解でよいか。
全て終了すると考えている。

塩崎駅周辺整備事業の金額の見通しは。
塩崎駅周辺整備事業の総事業費は約40億7
千万円を想定している。
その財源内訳は。
国庫支出金12億9,700万円、合併特例債21億
1,700万円、基金3億7,100万円、その他寄附金
600万円、
一般財源2
億7,900万
円を見込ん
でいる。

Q

Q

Q

A

A

A

塩崎駅構内塩崎架道橋改築に関する施行協
定の変更協定締結の件契約

概要：防災危機管理アドバイザーの設置による報酬費
の増額

アドバイザーはどれくらいの期間設置する
のか。
アドバイザーの任期は１年ずつであるが、事
業は５年くらい継続する考えである。

Q

A

災害対策整備事業 6 万円の増額

地域防災リーダー養成講習の様子

平成29年 第2回定例会 議案審議結果 ○…賛成　×…反対　欠…欠席
除は地方自治法第 117 条の除斥
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議案第 43 号 甲斐市個人情報保護条例及び甲斐市情報
公開条例の一部改正の件 6 月 23 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議案第 44 号 甲斐市税条例の一部改正の件 6 月 23 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 45 号 甲斐市重度心身障がい者医療費助成条例の
一部改正の件 6 月 23 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 46 号 甲斐市市道に設ける道路標識の寸法を定め
る条例の一部改正の件 6 月 23 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 47 号 平成29年度甲斐市一般会計補正予算（第2号）6 月 23 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 48 号 平成29年度甲斐市国民健康保険特別会計補
正予算（第1号） 6 月 23 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 49 号 平成29年度甲斐市水道事業会計補正予算（第1号）6 月 23 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 50 号 塩崎駅構内塩崎架道橋改築に関する施行協
定の変更協定締結の件 6 月 23 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 51 号 市道路線認定の件 6 月 23 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第 29-2 号「治安維持法犠牲者国家賠償法（仮称）の制定
を求める意見書」の提出を求める請願 6 月 23 日 不採択 × × × × × × × × × × × × × － ○ × × × ○ ○ × ×

請願第 29-4 号 ギャンブル依存症対策に関する請願書 6 月 23 日 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦の件 6 月 23 日 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問第 2 号 人権擁護委員候補者の推薦の件 6 月 23 日 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意第 2 号 ギャンブル依存症対策に関する意見書の提
出について 6 月 23 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

会派名
議席番号

議員名

議案番号 議案名

※議長（小浦宗光）は可否同数以外は採決に加わらない。

平成28年度 議会政務活動費の収支報告
　政務活動費は、議員が調査・研究のため必要とする経費を地方自治法の規定に基づき、市の条例により会派又は議員に交付されるものです。交
付金額は、議員１人あたり月額１０，０００円が交付され、清算時に残額が生じた場合は返納することになっています。また、使途の透明性を確保する
ため、報告書へ領収書の添付が義務付けられています。

※会派発足に伴い、６月から支給（４人×１０か月分）、また、１０月からの新規加入（１人×６か月分）

会派名 年度末
人数

交付額
（万円）

決算額
（万円）

返納額
（万円） 使途内容

創政甲斐クラブ 7人 84 80 4
調査研究費・旅費：長野県長野市（松代夢空間）、群馬県長野原町（八ツ場ダム工事現場）、富岡市（富岡製
糸工場他）、茨城県常総市（河川氾濫状況と対応他）、静岡県牧之原市（水道料金引き上げについて）、静岡県
焼津市（ネオ焼津プロジェクトについて）
資料購入費：参考図書

甲斐市民クラブ 5人 46※ 46 0
調査研究費・旅費：長野県長野市（松代夢空間）、群馬県長野原町（八ツ場ダム工事現場）、富岡市（富岡製
糸工場他）、茨城県常総市（河川氾濫状況と対応他）
研修費：滋賀県大津市（市町村議会議員セミナー）

新政クラブ 3人 36 36 0
調査研究費・旅費：宮城県仙台市（地方分権時代における議会改革in仙台）
資料作成費：消耗品
資料購入費：参考図書

颯新クラブ 3人 36 18.1 17.9
調査研究費・旅費：東京都荒川区（子どもの貧困対策について）、埼玉県小鹿野町（在宅介護小鹿野モデル
および地域包括ケアシステム）
資料購入費：参考図書

日本共産党
甲斐市議団 2人 24 24 0 広聴・広報費：広報（４回）、新聞折込み（４回）

公明党 2人 24 24 0
調査研究費・旅費：東京都荒川区（子どもの貧困対策について）、埼玉県小鹿野町（在宅介護小鹿野モデル
および地域包括ケアシステム）、東京都日野市（よくわかる市町村財政講座）、東京都中央区（役所を動かす
質問の仕方in東京）

期間：平成 28 年 4 月から平成 29 年 3 月

概要：地域集会施設建設費補助金および一般財団法
人自治総合センターの一般コミュニティ助成事業※の
交付決定による増額

一般コミュニティ助成事業のこれまでの採択
の状況は。
甲斐市の自治会の実績では、毎年、1、２件の採
択がある。

Q

A

自治振興事業 1,143 万円の増額補正

補正

※一般コミュニティ助成事業
コミュニティ活動に必要な備品や集会施設の備品整備など
活力ある地域づくり等のために助成を行う事業

補正

補正
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一般質問一般質問

一般質問
平成 29 年第２回定例会の一般質問を要約してお伝えします。なお、議会ホームページで、録画を配信しています。

滝川 美幸 議員（甲斐市民クラブ）8ページ
①子どもの貧困問題を含め切れ目のない

子育て支援について
②甲斐市バイオマス活用推進計画並びに

甲斐市バイオマス産業都市構想について

松井　豊 議員（日本共産党甲斐市議団）12ページ
①脱原発、再生可能エネルギーの普及を
②市民の立場に立った公共施設マネジメン

トを
③共謀罪（テロ等準備行為処罰法）は廃案に

有泉 庸一郎 議員（颯新クラブ）14ページ
①甲斐農業振興地域整備計画について
②甲斐市森林整備計画について

山本 英俊 議員（創政甲斐クラブ）13ページ
①防災行政無線の放送内容について
②市内の県道、市道の工事の遅れている状

況について
③甲斐市内の大きな交差点のスクランブル

化について

清水 正二 議員（颯新クラブ）10ページ
①子育て支援のさらなる充実について
②本市の婚活事業について

樋泉 明広 議員（日本共産党甲斐市議団）10ページ
①国保制度等の課題について
②甲斐市のスポーツ推進施策について

横山 洋介 議員（甲斐市民クラブ）13ページ
①甲斐市バイオマス産業都市構想について
②観光振興施策について

藤原 正夫 議員（創政甲斐クラブ）11ページ
①ふるさと寄付金（ふるさと納税）について
②鳥獣被害対策について
③住みたい自治体に選ばれるためには

保坂 芳子 議員（公明党）11ページ
①女性の視点を生かした防災対策を
②発達障がいへの支援について
③給食無償化全国調査について

三浦 進吾 議員（創政甲斐クラブ）12ページ
①正月の図書館開館について
②将来の甲斐市の学校教育体制について

五味 武彦 議員（甲斐市民クラブ）9ページ
①「甲斐市まち・ひと・しごと創生総合戦略」

について

金丸 幸司 議員（公明党）9ページ
①地方公共団体によるWi－Fi環境整備に

ついて
②就学援助における入学前支給を可能にす

るための対応について

６月15日（木） 6月19日（月）6月16日（金）

ここが聞きたい!!

甲斐市における子どもの貧困、また貧困率調査の実施予定は
市長▶「子どもの生活アンケート調査」として本年７月に実施する

甲斐市民クラブ　滝川 美幸  議員

パーソナルサポートセンターでの食品回収の様子

滝
川 

支
援
が
必
要
な
世
帯
に

つ
い
て
、ど
の
様
な
方
法
で
把
握

し
て
い
る
の
か
。

市
長 

児
童
相
談
所
、民
生
委

員
、保
育
園
な
ど
関
係
機
関
が
連

携
し
、組
織
さ
れ
て
い
る
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
の
情
報
を

活
用
す
る
な
ど
し
て
、適
切
な
支

援
を
行
っ
て
い
る
。引
き
続
き
就

学
援
助
制
度
の
周
知
と
活
用
促
進

に
努
め
、子
ど
も
の
将
来
が
生
ま

れ
育
っ
た
環
境
に
よ
り
左
右
さ
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
教
育
の
機

会
均
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

滝
川 

市
内
小
中
学
校
に
お
け

る
不
登
校
の
現
状
は
。

教
育
長 

昨
年
度
末
の
児
童
生

徒
数
は
75
人
、傾
向
と
し
て
は
、

前
年
度
か
ら
継
続
し
た
割
合
は

や
や
多
い
が
、新
規
の
不
登
校
児

童
生
徒
の
割
合
は
減
っ
た
。

滝
川 

甲
斐
市
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
と
し
て

食
料
支
援
を
し
て
い
る
が
、夏
休

み
な
ど
給
食
の
な
い
期
間
の
子

ど
も
へ
の
支
援
は
。

福
祉
部
長 

現
在
長
期
休
暇
に

お
け
る
食
料
支
援
は
行
っ
て
い

な
い
が
、パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
存
在
を
広
く
周
知

す
る
と
と
も
に
、学
校
を
通
じ
た

食
料
支
援
方
法
等
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

市
長 

バ
イ
オ
マ
ス
へ
の
取

り
組
み
や
推
進
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
認
知
度
の
向
上
が
不
可

欠
で
あ
る
。木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
事
業
が
本
格
的
な
開
始
に

至
っ
た
場
面
に
お
い
て
、市
民

の
関
心
が
高
ま
り
、普
及
啓
発

に
つ
な
が
る
と
期
待
す
る
。従

前
か
ら
行
っ
て
い
る
生
ご
み
の

コ
ン
ポ
ス
ト
化
や
廃
食
油
の
燃

料
化
、剪
定
枝
の
チ
ッ
プ
化
な

ど
身
近
な
取
り
組
み
な
ど
引
き

続
き
推
進
し
て
い
く
。

バ
イ
オ
マ
ス
へ
の
啓

発
を
前
進
さ
せ
る
た

め
の
具
体
的
施
策
は

「甲斐市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の基本目標の進捗状況は
市長▶産業振興、定住促進、次世代育成支援、まちづくりなどさまざまな事業を展開して

いる 甲斐市民クラブ　五味 武彦  議員

五
味 「
安
定
し
た
雇
用
を
創
出

す
る
産
業
振
興
」の
進
捗
は
。

市
長 

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市

に
認
定
さ
れ
た
事
業
や
地
方
創

生
先
行
型
交
付
金
な
ど
を
活
用

し
、「
龍
王
源
水
」
や
桑
関
連
商

品
の
台
湾
へ
の
販
路
拡
大
、首
都

圏
の
マ
ル
シ
ェ
等
に
参
加
し
、特

産
品
の
販
路
拡
大
を
実
施
し
て

い
る
。

五
味 

移
住
・
定
住
促
進
事
業

の
取
り
組
み
は
。

市
長 

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
立

ち
上
げ
や
冊
子
を
作
成
し
P
R
、

首
都
圏
対
象
に
移
住
定
住
相
談

会
や
移
住
ツ
ア
ー
も
開
催
し
て
い

る
。地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
新
規

就
農
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

五
味 

甲
斐
市
で
の
空
家
対
策

や
形
態
は
。

企
画
政
策
部
長 

昨
年
度
「
甲

斐
市
空
家
等
対
策
計
画
」
を
策

定
、建
設
課
を
空
家
等
対
策
の
総

合
窓
口
と
し
た
。古
民
家
利
用
や

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
物
件
や

利
用
者
増
、空
家
管
理
形
態
の
検

討
な
ど
取
り
組
む
。

五
味 

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
50

棟
の
稼
働
状
況
が
高
い
。移
住
者

増
へ
の
今
後
の
展
開
は
。

企
画
政
策
部
長 

利
用
者
が
契

約
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

57
％
が
引
き
続
き
住
み
た
い
と
い

う
。甲
斐
市
へ
の
移
住
実
績
は
な

い
が
、空
き
家
バ
ン
ク
な
ど
の
定

期
的
な
情
報
提
供
で
移
住
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
す
る
。

五
味 

青
年
層
の
人
口
増
対
策

で
、結
婚
祝
い
の
検
討
は
。

生
活
環
境
部
長 

結
婚
祝
い
の

写
真
撮
影
や
結
婚
証
の
発
行
、記

念
樹
を
交
付
し
て
い
る
が
、今
後

は
研
究
す
る
。

五
味 

県
内
就
職
で
市
内
在
住

者
に
対
し
、奨
学
金
の
半
額
返
済

制
度
な
ど
人
口
転
出
抑
制
策
は

ど
う
か
。

企
画
政
策
部
長 

先
進
自
治
体

の
事
例
を
研
究
し
、多
角
的
に
検

討
す
る
。

マルシェの様子

本市でもWi-Fiの環境整備を行うべきと考えるが
市長▶Wi-Fi設置の推進、また民間事業者への普及を研究していく

公明党　金丸 幸司  議員

金
丸 

国
で
は
、自
然
公
園
や
避

難
所
な
ど
に
関
し
て
2
0
2
0

年
ま
で
に
約
2
万
9
千
の
整
備

重
点
か
所
で
、W
i
‐
F
i
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
と
し
、整
備
を

行
う
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、そ

の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。W
i
‐
F
i
の

メ
リ
ッ
ト
の
１
つ
は
、訪
日
観
光

客
の
増
加
へ
の
期
待
、２
つ
目
は

災
害
時
に
通
信
環
境
が
悪
化
し
、

家
族
な
ど
連
絡
が
取
り
に
く
い

事
態
の
解
消
に
つ
な
が
る
。本
市

で
も
W
i
‐
F
i
整
備
を
行
う

べ
き
と
考
え
る
が
。

市
長 

本
市
で
は
、平
成
24
年
度

に
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
㈱
と
市
役
所
や

各
支
所
、指
定
避
難
所
と
な
っ
て

い
る
小
中
学
校
の
体
育
館
な
ど
を

含
め
た
公
共
施
設
75
か
所
に
お

い
て
、W
i
‐
F
i
ス
ポ
ッ
ト
の

設
置
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。観

光
客
に
対
す
る
W
i
‐
F
i
整
備

は
、観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
市
内
公
共

交
通
事
業
者
の
整
備
が
進
ん
で
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、観
光
客

数
の
増
加
、観
光
収
入
等
費
用
対

効
果
を
考
慮
し
、W
i
‐
F
i
設

置
へ
の
推
進
ま
た
民
間
事
業
者
へ

の
普
及
を
研
究
し
て
い
く
。

金
丸 

国
の「
要
保
護
児
童
生

徒
援
助
費
補
助
金
要
綱
」
は
平

成
29
年
3
月
31
日
付
け
で
改
正

さ
れ
、就
学
援
助
要
保
護
児
童
ラ

ン
ド
セ
ル
の
購
入
等
の
単
価
を

従
来
の
倍
額
に
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
支
給
対
象
者
に
こ
れ
ま
で

の
児
童
、生
徒
か
ら
新
た
に
就
学

予
定
者
を
加
え
た
。し
か
し
な
が

ら
、今
回
、準
要
保
護
児
童
生
徒

は
そ
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
。

今
回
、国
の
制
度
改
正
を
受
け
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

教
育
長 

来
年
4
月
に
入
学
す

る
要
保
護
世
帯
の
児
童
の
入
学

準
備
金
は
、前
倒
支
給
が
可
能
と

な
る
が
、準
要
保
護
世
帯
は
、各

自
治
体
の
判
断
と
な
る
た
め
、不

合
理
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、支
給

時
期
や
補
助
単
価
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
。

就
学
援
助
お
け
る
入

学
前
支
給
を
可
能
に

す
る
た
め
の
対
応
に

つ
い
て
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一般質問一般質問

子育て支援のさらなる充実を
市長▶「甲斐市版ネウボラ事業」の推進を図る

颯新クラブ　清水 正二  議員

清
水 

子
育
て
支
援
の
さ
ら
な

る
充
実
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長 

母
子
保
健
事
業
と
し
て
、

乳
幼
児
健
診
、産
後
応
援
ヘ
ル

パ
ー
事
業
等
の
実
施
や
、昨
年
度

か
ら
は
、産
後
う
つ
予
防
と
し
て
、

出
産
間
も
な
い
母
親
と
乳
児
を

対
象
と
し
た
産
後
ケ
ア
事
業
を

取
入
れ
て
い
る
。今
年
度
は
新
規

事
業
と
し
て「
産
婦
健
康
診
査
費

助
成
事
業
」を
県
下
で
い
ち
早
く

導
入
の
体
制
を
整
え
、ま
た
「
新

生
児
聴
覚
検
査
費
助
成
費
」の
同

時
導
入
を
今
定
例
会
に
提
出
し

て
い
る
。さ
ら
に
、「
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」が
十
分
機

能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
成
し「
甲
斐
市
版
ネ

ウ
ボ
ラ
事
業
」の
推
進
を
図
る
。

清
水 

子
育
て
を
支
え
る
地
域

ぐ
る
み
の
環
境
づ
く
り
は
。

市
長 

祖
父
母
世
代
と
子
育
て

世
代
が
共
通
し
た
思
い
で
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
に
、体
験
談
を
交

え
た
講
座
等
の
開
催
を
検
討
し
、

子
育
て
・
孫
育
て
を
通
し
て
地
域

が
支
え
合
う
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
む
。

清
水 

独
身
男
女
の
結
婚
を
支

援
す
る
対
策
は
。

市
長 

具
体
的
な
支
援
策
は
、当

面
、山
梨
県
が
開
設
し
て
い
る「
婚

活
応
援
サ
イ
ト
」
を
活
用
し
、他

の
自
治
体
の
成
果
を
検
証
し
、自

治
体
と
民
間
と
の
役
割
分
担
も

踏
ま
え
研
究
す
る
。

清
水 

徳
島
県
美
馬
市
で
行
っ

て
い
る
結
婚
を
機
に
市
内
で
新

た
に
生
活
を
始
め
る
世
帯
に
、住

居
費
や
引
っ
越
し
の
一
部
助
成

の
導
入
の
考
え
は
。

市
長 

市
の
財
政
状
況
、費
用
対

効
果
を
踏
ま
え
、県
や
他
の
自
治

体
で
行
っ
て
い
る
新
婚
世
帯
家
賃

補
助
金
事
業
な
ど
研
究
す
る
考

え
で
あ
る
。

ネウボラ事業：にこにこママルームの様子

平成30年度からの国民健康保険制度の都道府県化での国保財政の仕組みは
市長▶都道府県が国保財政運営の責任主体となる

日本共産党甲斐市議団　樋泉 明広  議員

樋
泉 

国
保
制
度
の
都
道
府
県

化
に
よ
る
自
治
体
、市
民
の
負
担

は
ど
う
な
る
の
か
懸
念
さ
れ
る
。

ま
た
、国
保
財
政
の
仕
組
み
、「
国

保
財
政
安
定
化
基
金
」の
設
置
に

つ
い
て
聞
く
。

市
長 

国
保
財
政
の
主
体
は
県

に
な
り
、納
付
金
額
の
決
定
、保

険
給
付
費
等
交
付
金
を
市
町
村

に
交
付
し
、保
険
税
率
は
標
準
保

険
料
率
を
参
考
に
市
が
決
め
る
。

ま
た
、財
政
安
定
化
基
金
は
、収

納
不
足
等
財
源
不
足
に
備
え
、貸

付
ま
た
は
交
付
を
行
う
。

樋
泉 

広
域
化
に
よ
る
国
保
税

の
滞
納
世
帯
に
対
す
る
措
置
に

つ
い
て
聞
く
。

市
長 

平
成
28
年
度
の
差
押
さ

え
は
1
0
2
件
で
あ
る
。今
後
も

滞
納
者
に
は
国
保
制
度
の
説
明
を

行
い
、生
活
状
況
を
聞
き
取
り
な

が
ら
納
税
交
渉
を
行
っ
て
い
く
。

樋
泉 

平
成
29
年
度
の
国
保
税

率
に
つ
い
て
聞
く
。

市
民
部
長 

本
年
度
も
国
保
税

率
は
据
え
置
き
と
決
定
し
た
。

樋
泉 
甲
斐
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ

を
気
軽
に
楽
し
む
た
め
に
は
施

設
の
整
備
・
管
理
や
市
民
の
声

を
聞
き
、子
ど
も
、高
齢
者
、障
が

い
者
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
推

進
が
大
切
で
あ
る
が
。

教
育
長 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
改

修
・
改
善
は
、必
要
か
所
に
つ
い

て
は
随
時
整
備
を
行
い
安
全
な

施
設
提
供
に
努
め
る
。

教
育
部
長 

ス
ポ
ー
ツ
参
加
推

進
に
つ
い
て
は
、参
加
機
会
の
充

実
を
図
り
、ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の

育
成
や
県
内
外
で
行
わ
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
大
会
へ
出
場
す
る
児
童
生

徒
へ
の
補
助
金
交
付
を
継
続
し

保
護
者
負
担
の
軽
減
に
努
め
る
。

　

ま
た
、チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
で

は
、子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

多
く
の
方
々
に
ご
参
加
を
い
た

だ
い
た
。今
後
も
ラ
ジ
オ
体
操
等

を
中
心
に
進
め
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

チャレンジデーの様子

甲
斐
市
の
ス
ポ
ー
ツ

推
進
施
策
は

国
保
制
度
等
の
課
題

に
つ
い
て

本
市
の
婚
活
事
業
に

つ
い
て

住
み
た
い
自
治
体
に

選
ば
れ
る
た
め
に
は

ふるさと寄附金（ふるさと納税）について
市長▶寄附しやすい環境づくりと返礼品の充実を図る

創政甲斐クラブ　藤原 正夫  議員

藤
原 

昨
今
、ふ
る
さ
と
寄
附

金
制
度
は
、「
当
初
の
趣
旨
と
違

う
」、ま
た「
カ
タ
ロ
グ
販
売
」等

の
声
を
聞
く
が
、地
域
経
済
の
活

性
化
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る

制
度
で
あ
る
。甲
斐
市
に
と
っ
て

プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
に
積
極
的

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、寄
附

金
の
収
入
増
は
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
な
が
る
大
切
な
制

度
で
あ
る
。今
後
の
甲
斐
市
の
考

え
を
聞
く
。

市
長 

甲
斐
市
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
は
、生
ま
れ
故
郷
は
も
ち

ろ
ん
、お
世
話
に
な
っ
た
地
域
、こ

れ
か
ら
応
援
し
た
い
地
域
へ
の
力

と
な
り
、各
自
治
体
が
推
し
進
め

る
地
方
創
生
を
後
押
し
す
る
制

度
で
も
あ
る
。市
で
は
、こ
の
制
度

を
活
用
し
て
、市
の
魅
力
発
信
や

特
産
品
を
全
国
に
P
R
す
る
た

め
、民
間
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
専

用
サ
イ
ト
」を
順
次
活
用
す
る
と

と
も
に
、首
都
圏
を
結
ぶ
高
速
バ

ス
や
都
営
地
下
鉄
、私
鉄
路
線
へ

の
広
告
掲
載
な
ど
を
行
い
、寄
附

金
の
増
収
に
よ
る
自
主
財
源
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

藤
原 

返
礼
品
と
し
て
新
た
な

商
品
な
ど
は
考
え
て
い
る
か
。

企
画
政
策
部
長 

市
の
代
表
的

な
特
産
品
の
「
や
は
た
い
も
」
に

つ
い
て
、こ
の
秋
に
は
J
A
中
巨

摩
東
部
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、市
北
部
の
宿
泊
施
設
や
乗

馬
体
験
な
ど
体
験
型
の
返
礼
品

も
順
次
増
や
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

藤
原 

中
山
間
地
域
で
若
年
層

が
移
住
定
住
す
る
た
め
に
求
め

ら
れ
る
も
の
は
何
か
。

市
長 

若
年
層
が
中
山
間
地
域
に

移
住
す
る
た
め
に
は
、就
労
や
子
育

て
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
面
や
生
活

の
利
便
性
の
と
い
っ
た
課
題
が
あ

る
。こ
の
た
め
、中
山
間
地
域
の
物

件
情
報
を
発
信
す
る
た
め
、空
き
家

バ
ン
ク
制
度
の
活
用
を
図
る
と
と

も
に
、ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
を
活
用

し
た
都
市
と
農
村
と
の
交
流
や
、新

規
就
農
者
へ
の
支
援
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
。

甲斐市移住定住ガイドブック「よっちゃばるかい」

女性の視点を生かし防災SNSの作成を
市長▶防災啓発ツールとして研究する

公明党　保坂 芳子  議員

保
坂 

女
性
目
線
の
防
災
ブ
ッ

ク
作
成
・
女
性
防
災
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
講
演
を
。

総
務
部
長 

来
年
度
以
降
前
向

き
に
検
討
す
る
。

保
坂 

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム

の
早
期
導
入
を
。

総
務
部
長 

経
費
や
運
用
面
で

甲
斐
市
に
適
し
た
支
援
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
提
示
す
る
。

教
育
長 

市
内
に
は
、4
7
5

人
の
発
達
障
が
い
の
可
能
性
の

あ
る
子
ど
も
達
が
お
り
、そ
の
内

45
人
が
医
療
機
関
の
診
断
書
を

持
っ
て
い
る
。

保
坂 

早
期
発
見
の
た
め
の
市

の
取
り
組
み
は
。

子
育
て
健
康
部
長 

保
育
園
等
の

巡
回
派
遣
事
業
や
、健
診
で
は
、

山
梨
県
独
自
の
精
神
発
達
に
関

す
る
早
期
把
握
支
援
の
た
め
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
使
っ
て
い
る
。

保
坂 

現
場
の
保
育
士
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
C
L
M（
※
）導
入
を
。

子
育
て
健
康
部
長 

園
長
会
議
等

に
お
い
て
研
究
す
る
。

保
坂 

保
護
者
対
象
に
気
付
き

等
促
す「
チ
ラ
シ
」を
配
布
し
て
は
。

福
祉
部
長 

５
年
前
に
行
い
一

定
の
成
果
を
得
た
の
で
今
後
検

討
す
る
。

保
坂 

適
正
な
療
育
に
つ
な
げ

る
に
は
、関
係
機
関
で
構
成
す
る

「
さ
わ
や
か
サ
ポ
ー
ト
会
議
」が

大
事
だ
が
、構
成
員
に
臨
床
心
理

士
等
専
門
職
を
加
え
て
は
。

福
祉
部
長 
支
援
体
制
の
充
実

を
図
る
中
で
検
討
す
る
。

保
坂 

就
労
支
援
は
市
と
し
て

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

福
祉
部
長 

担
当
人
数
は
36
人

で
、今
後
も
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

保
坂 

給
食
の
無
償
化
は
、子
ど

も
の
貧
困
対
策
の
重
要
な
も
の

と
考
え
る
が
、見
解
を
聞
く
。

教
育
部
長 

給
食
の
無
償
化
に

つ
い
て
は
、す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

が
、安
心
し
て
学
校
給
食
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
議
論
を

深
め
、国
の
責
任
に
お
い
て
、無
償

化
す
べ
き
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

※
三
重
県
の
あ
す
な
ろ
学
園
が
開
発
し
た
発
達

が
気
に
な
る
子
ど
も
の
行
動
等
を
観
察
し
、

個
別
計
画
を
作
成
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
。

給食の様子

発
達
障
が
い
の
現
状
は

給
食
の
無
償
化
に
つ

い
て
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正月の図書館開館について
教育長▶年末年始の開館より閉館時間の延長についての検討を優先課題としたい

創政甲斐クラブ　三浦 進吾  議員

三
浦 

図
書
館
開
館
の
輪
番
制

な
ど
を
考
え
て
、正
月
開
館
が
で

き
な
い
か
。

教
育
長 

図
書
館
運
営
に
つ
い

て
は
、図
書
館
協
議
会
で
協
議
を

す
る
な
か
、年
末
年
始
を
除
き
、

年
間
を
通
し
て
、土
、日
、祝
日
を

開
館
す
る
な
ど
利
用
者
の
利
便

性
を
図
っ
て
い
る
。以
前
、学
生
の

た
め
に
年
末
年
始
の
図
書
館
開

館
へ
の
要
望
が
あ
り
、図
書
館
協

議
会
で
協
議
し
た
と
こ
ろ
、お
正

月
は
家
族
や
親
戚
と
ふ
れ
あ
い
を

持
つ
大
切
な
時
間
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
お
い
て
、学
生
も
含
め
て
、

土
・
日
・
祝
日
の
午
後
５
時
の
閉

館
時
間
の
延
長
を
求
め
る
声
が

多
く
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、今
後
、

年
末
年
始
の
開
館
よ
り
閉
館
時

間
の
延
長
に
つ
い
て
の
検
討
を
優

先
課
題
と
し
て
い
く
。

教
育
長 

教
育
委
員
会
で
は
、

指
定
学
校
を
変
更
す
る
際
に
は
、

「
指
定
学
校
変
更
許
可
基
準
」
に

基
づ
き
対
応
し
て
い
る
。許
可
基

準
に
つ
い
て
は
、児
童
生
徒
の
通

学
距
離
上
の
問
題
、転
居
・
身
体

的
理
由
な
ど
10
項
目
の
特
別
な

事
情
に
よ
り
、教
育
委
員
会
が

「
相
当
な
理
由
が
あ
る
」
と
認
め

る
場
合
は
、保
護
者
の
申
し
立
て

に
よ
り
指
定
学
校
の
変
更
を
行
っ

て
い
る
現
状
で
あ
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、通
学
距
離
上

の
指
定
校
変
更
に
お
い
て
は
、学

校
を
選
択
で
き
る
地
域
が
あ
り
、

行
政
区
が
同
じ
で
も
違
う
学
校

へ
通
学
す
る
児
童
生
徒
も
い
る
こ

と
か
ら
、地
域
の
育
成
会
活
動
や

子
ど
も
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
へ
の
影

響
が
生
じ
る
懸
念
も
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

竜王図書館の様子

スポーツ大会の周知に防災行政無線を使用できないか
市長▶一部の市民に該当する行事は法令等から難しい

創政甲斐クラブ　山本 英俊  議員

山
本 

１
年
間
の
中
の
一
番
大

き
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
試
合
時

間
や
場
所
な
ど
市
民
へ
周
知
を

目
的
と
し
て
、防
災
行
政
無
線
の

使
用
範
囲
を
拡
大
で
き
な
い
か
。

市
長 

防
災
行
政
無
線
に
よ
る

放
送
事
項
は
、電
波
法
で
規
定
さ

れ
た
無
線
局
免
許
状
に
基
づ
き
、

甲
斐
市
防
災
行
政
無
線
局
運
用

要
綱
等
に
よ
り
、地
震
な
ど
非
常

事
態
に
関
す
る
も
の
を
は
じ
め
、

行
政
事
項
と
し
て
、市
が
主
催
す

る
主
な
行
事
で
あ
る
こ
と
と
定

め
て
い
る
。一
部
の
市
民
を
対
象

と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、法
令

等
か
ら
難
し
い
と
考
え
る
。

市
長 

交
差
点
改
良
事
業
に
つ

い
て
は
、交
通
渋
滞
解
消
お
よ
び

歩
道
整
備
に
よ
る
歩
行
者
の
安

全
性
の
向
上
な
ど
の
効
果
が
期

待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、早
期
事
業

完
成
に
向
け
、効
率
的
な
事
業
進

捗
が
図
れ
る
よ
う
、県
と
連
携
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
長 

交
差
点
等
の
交
通
規
制

に
つ
い
て
は
、山
梨
県
公
安
委
員

会
の
所
管
と
な
る
が
、歩
行
者
が

少
な
い
交
差
点
へ
の
設
置
は
、交

通
渋
滞
等
を
誘
発
す
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
実
現
化
は
難

し
い
。な
お
、市
で
は
、通
学
路
等

の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、「
甲

斐
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
」に
よ
り
効
果
的
な
対
策
を

講
じ
て
い
る
。

ソフトボール大会の様子

旧３町の市民温泉の「廃止」のうわさが広がっているが
市長▶市の資源としての有効活用を研究する

日本共産党甲斐市議団　松井 豊  議員

松
井 

甲
斐
市
バ
イ
オ
マ
ス

産
業
都
市
推
進
事
業
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。ま
た
燃
焼
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電

気
・
熱
へ
の
交
換
効
率
は
向
上

し
て
い
る
の
か
。

市
長 

現
在
、提
案
の
あ
っ
た
発

電
事
業
予
定
者
と
事
業
実
現
に

向
け
て
協
議
を
す
す
め
て
い
る

が
、事
業
予
定
者
は
資
金
調
達
の

た
め
金
融
機
関
と
融
資
協
議
を

行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
り
、当
初

計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
は
遅

れ
て
い
る
。融
資
の
正
式
決
定
後

は
用
地
買
収
、工
事
等
を
進
め
、平

成
32
年
度
内
で
の
発
電
所
稼
動
を

予
定
し
て
い
る
。な
お
、交
換
効
率

は
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
方
式
で
、理
論

上
は
28
％
と
い
う
数
値
で
あ
る
。

松
井 

以
前
か
ら
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
の
問
題
点
は
燃
焼
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
7
～
8
割
が
排
熱
と
な

る
た
め
、温
水
等
の
利
活
用
の
具

体
的
計
画
が
必
要
と
な
る
。

松
井 
旧
３
町
の
市
民
温
泉
に

つ
い
て
、最
近
の
見
直
し
論
議
と

か
か
わ
っ
て「
廃
止
」が
決
ま
っ

た
等
の
う
わ
さ
が
広
く
流
布
さ

れ
て
い
る
が
市
の
見
解
を
聞
く
。

市
長 

市
の
温
泉
３
施
設
に
つ

い
て
は
、平
成
20
年
度
か
ら
山
梨

交
通
㈱
が
第
３
期
指
定
管
理
者

と
し
て
運
営（
平
成
30
年
度
ま
で
）

し
て
い
る
。施
設
の
老
朽
化
が
進

行
し
、大
規
模
改
修
や
建
て
替
え

な
ど
が
必
要
な
状
態
が
近
づ
い
て

い
る
。そ
の
た
め
、市
の
資
源
と
し

て
の
有
効
活
用
を
研
究
す
る
と

と
も
に
、既
存
施
設
を
効
率
的
に

運
営
し
て
い
く
方
法
の
検
討
を

進
め
て
い
る
。

甲斐市百楽泉

バイオマス産業都市構想策定の経緯は
市長▶本市の課題である廃棄物の減量の資源化や農林業の活性化などを解決するためである

甲斐市民クラブ　横山 洋介  議員

横
山 

構
想
の
核
と
な
る
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
民
間
業
者

か
ら
の
提
案
を
受
け
た
約
半
年

後
に
決
定
し
た
が
経
緯
を
聞
く
。

生
活
環
境
部
長 

林
地
残
材
の

状
況
、バ
イ
オ
マ
ス
技
術
や
施
策

の
確
認
な
ど
を
検
証
し
た
結
果
、

本
市
の
課
題
解
決
に
有
効
的
と

判
断
し
構
想
策
定
を
国
の
補
助

金
で
対
応
す
る
た
め
に
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
だ
。

横
山 

既
に
先
行
し
て
い
た
同

発
電
事
業
を
展
開
し
て
い
た
民

間
業
者
は
検
討
し
な
か
っ
た
の

か
。生

活
環
境
部
長 

提
案
の
あ
っ

た
民
間
業
者
以
外
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
な
か
っ
た
。

横
山 

構
想
に
つ
い
て
市
民
に

広
く
周
知
や
理
解
を
図
る
必
要

が
あ
っ
た
と
考
え
る
が
今
後
の

対
策
は
。

生
活
環
境
部
長 

ま
だ
浸
透
し

て
い
な
い
状
況
も
感
じ
て
い
る
の

で
今
後
の
勉
強
会
な
ど
の
開
催

を
検
討
し
て
い
く
。

横
山 

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

を
行
う
趣
旨
は
地
域
の
未
利
用

材
を
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
で
あ
る
が
、燃
料
材
の
不
足
に

よ
り
輸
入
木
材
に
頼
っ
て
は
意

味
が
な
い
。基
本
協
定
に
よ
る
歯

止
め
が
必
要
と
考
え
る
が
。

生
活
環
境
部
長 

基
本
協
定
の

一
番
の
目
的
は
森
林
の
再
生
と
保

全
に
努
め
る
こ
と
と
考
え
る
。

横
山 
森
林
整
備
や
林
業
の
担

い
手
づ
く
り
な
ど
が
必
要
と
考

え
る
が
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
収
益

の
一
部
を
活
用
で
き
な
い
か
。

市
長 

緑
の
再
生
に
は
苗
木
を
育

て
る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、森
林

環
境
税
な
ど
で
対
応
し
て
い
く
。

市
長 

当
該
箇
所
は
民
間
所
有

で
あ
る
た
め
、民
間
に
よ
る
観
光

お
よ
び
集
客
に
つ
な
が
る
利
用
が

さ
れ
る
よ
う
期
待
す
る
。市
で
の

活
用
は
地
代
が
高
額
な
た
め
財

政
的
に
困
難
で
あ
る
。

指
定
学
校
変
更
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て

聞
く

脱
原
発
、再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を

市
民
の
立
場
に
立
っ

た
公
共
施
設
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を

観
光
振
興
と
し
て
国

道
20
号
沿
い
に
立
地

し
て
い
た
ケ
ー
ヨ
ー
D2

跡
地
を「
道
の
駅
」に

で
き
な
い
か
検
討
を

甲
斐
市
内
の
大
き
な

交
差
点
、特
に
小
中

学
校
５
０
０
メ
ー
ト

ル
以
内
の
交
差
点
の

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
化
が

で
き
な
い
か

甲
斐
中
央
線
の
竜
王

中
学
校
南
側
の
交
差

点
が
渋
滞
し
て
い
る

の
で
、用
地
買
収
が

済
ん
で
い
る
箇
所
だ

け
で
も
工
事
を
進
め

ら
れ
な
い
か

森林整備の様子
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選
挙
権
を
18
歳
に
引
き
下
げ
、
有
権

者
増
を
図
る
一
方
で
、
高
知
県
大
川

村
（
人
口
約
4
0
0
人
）
は
、
過
疎

化
や
高
齢
化
で
議
員
定
数
の
確
保
が
困

難
（
い
わ
ゆ
る
議
員
の
な
り
手
が
い
な

い
）
と
な
り
、
村
議
会
を
廃
止
し
、
有

権
者
が
議
案
を
審
査
す
る
「
村
総
会
」

を
検
討
す
る
と
い
う
。
行
政
や
議
会
活

動
に
対
す
る
無
関
心
さ
の
増
大
が
心
配

で
す
。

　

本
市
の
議
会
活
動
を
市
民
の
皆
様
に

よ
り
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
定
例

会
毎
に
、「
議
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し

て
い
ま
す
。
私
共
は
、
市
民
目
線
で
解

り
易
さ
や
丁
寧
な
表
現
を
念
頭
に
編
集

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
議
会
だ
よ

り
」
に
対
し
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
、
大
歓
迎
で
す
。
是
非
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

【
五
味
武
彦 

委
員 

記
】

送付先　〒400-0192  甲斐市篠原2610番地  甲斐市議会事務局  庶務・議事係  Email：gikaishomu@city.kai.yamanashi.jp

議会だよりの
表紙写真を
募集しています!!

※日程等に変更がある場合もあります
※お気軽におこしください。
傍聴に際し、手話通訳が必要な方は、福祉課へ
お申込ください。
☎055-278-1691 FAX.055-276-2113

平成29年
第3回定例会の日程（予定）

議会 　傍聴
してみませんか!

詳しくは詳しくは詳しくは

　

甲
斐
市
で
は
、平
成
25
年
度
か
ら
28
年
度
ま

で
、東
日
本
大
震
災
で
、被
災
し
た
岩
手
県
の

陸
前
高
田
市
へ
復
興
支
援
と
し
て
、職
員
２
名

（
赤
澤
政
文
主
査
、相
川
瑞
穂
主
任
）
を
２
年

ず
つ
派
遣
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、議
会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
派

遣
職
員
に
よ
る
業
務
報
告
会
を
開
催
し
、写
真

を
交
え
、被
災
地
の
現
状
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

職
員
か
ら
は
、「
普
段
か
ら
の
準
備
や
防
災

訓
練
へ
の
参
加
な
ど
、減
災
の
取
り
組
み
が
大

切
で
あ
る
。被
災
地
の
復
興
は
ま
だ
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
、被
災
地
を
訪
れ
る
こ
と
や

現
地
の
も
の
を
購
入
す
る
こ
と
だ
け
で
も
支

援
に
つ
な
が
る
。」と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

陸
前
高
田
市
へ
の
派
遣
職
員
の
業

務
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
６
月
15
日
開
催
）

甲斐農業振興地域整備計画について
市長▶「魅力ある農林業の振興」を政策として位置付ける

颯新クラブ　有泉 庸一郎  議員

有
泉 

第
２
次
甲
斐
市
総
合
計

画
の
今
後
の
施
策
の
方
向
と
し

て
の
農
地
中
間
管
理
事
業
お
よ

び
甲
斐
市
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
に

つ
い
て
聞
く
。

建
設
産
業
部
長 

農
地
中
間
管

理
事
業
は
、農
地
の
賃
借
に
際
し
、

地
権
者
と
耕
作
者
の
間
に
山
梨

県
農
業
振
興
公
社
が
介
入
す
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、農
業
委
員
お

よ
び
新
た
に
委
嘱
す
る
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
と
と
も
に
、

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・

集
約
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

甲
斐
市
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て

は
、梨
北
米
・
や
は
た
い
も
等
々
、

安
全
で
安
心
で
き
る
農
産
物
の

生
産
に
よ
る
地
産
地
消
を
併
せ

て
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

有
泉 

新
規
就
農
者
へ
の
育
成

支
援
、具
体
的
施
策
等
の
現
状
を

聞
く
。

建
設
産
業
部
長 

新
規
就
農

者
へ
の
支
援
と
し
て
は
、農
業
委

員
会
や
農
地
管
理
機
構
に
よ
る

農
地
の
紹
介
、技
術
・
経
営
面
に

つ
い
て
は
、総
合
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
、果
樹
試
験
場
、中
北
地
域

普
及
セ
ン
タ
ー
等
が
重
点
的
な

指
導
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
市
と

し
て
も
、経
営
、技
術
、資
金
、農
地

等
に
対
応
す
る
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
強
化
し
、今
後
、県
、J
A
等
と

連
携
し
な
が
ら
新
規
就
農
者
を

支
援
し
て
い
き
た
い
。

市
長 

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市

構
想
と
の
整
合
性
を
図
り
、木
質

バ
イ
オ
マ
ス
へ
の
利
用
促
進
や
、

収
集
方
法
、低
コ
ス
ト
化
の
検
討

を
進
め
る
。

有
泉 

関
係
者
と
の
連
携
・
協

力
体
制
は
。

生
活
環
境
部
長 

森
林
組
合
や

森
林
所
有
者
等
の
協
議
会
を
立

ち
上
げ
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
林
業
振

興
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

日本の法令

甲
斐
市
森
林
整
備
計

画
に
つ
い
て

　議長交際費は、議長が議会を代表して外部団体などと交際す
るための費用で、慶事・弔事・会費などに支出しています。
　平成28年度の議長交際費の執行状況をお知らせします。
日付 支出基準 支　出　内　容 支出額
4月 支出なし 0円
5月 支出なし 0円
6月 弔意 元双葉町議会議員 香典 10,000円

7月

弔意 元双葉町議会議員 香典 10,000円
接遇 キオカック市友好交流団土産 12,096円
弔意 元敷島町議会議員 香典 10,000円
儀礼 キオカック市友好交流団歓迎レセプション会費 8,000円
儀礼 キオカック市友好交流団さよならパーティー会費 2,000円

8月 支出なし 0円
9月 支出なし 0円

10月 弔意 元双葉町議会議員 香典 10,000円
11月 接遇 広報常任委員会研修講師土産 2,945円

12月
弔意 山梨県知事御母堂 香典 10,000円
接遇 ３常任委員会視察研修時土産および視察研修来庁時土産 13,722円
弔意 甲斐市体育協会会長 香典 5,000円

1月
弔意 中央市長御母堂 香典 5,000円
接遇 議会運営委員会および議会広報常任委員会研修時土産 4,152円

2月
弔意 中央市議長御母堂 香典 5,000円
見舞 甲斐市議会議員 見舞 5,000円

3月 弔意 元竜王町議会議員 香典 10,000円
支　出　合　計　 122,915円

スマートフォンや
タブレットでも議会中継を

ご視聴できるようになりました。

　平成29年5月の臨時会から、議会活性化の取り組みとして、
議会活動を広く公開するため、議場で行われる会議の様子を
パソコンだけでなく、スマートフォンやタブレットでも、ライブ
中継（会議中）と録画中継（編集後常時）で配信しています。
　お気軽にご視聴ください。

甲斐市議会ホームページアドレス
http://www.kai-shigikai.jp/

ご視聴は、甲斐市議会ホームページから

甲斐市議会で検索してください。甲斐市議会 検  索

編
集
後
記

平成28年度 議長交際費執行状況

農業協同組合法

を

東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
の
現
状
を
学
ぶ

月 日（曜日） 時　間 内　容

9

12（火） 午前 10 時～ 本会議（一般質問）
13（水） 午前 10 時～ 本会議（一般質問）
14（木） 午前 10 時～ 本会議（一般質問）

15（金）
午前 9 時 30 分～ 各常任委員会
午後 1 時 30 分～ 各常任委員会

19（火） 午前 9 時 30 分～ 各常任委員会
21（木） 午前 10 時～ 本会議（補正予算ほか採決）
22（金） 午後 9 時 30 分～ 決算審査特別委員会
25（月） 午後 9 時 30 分～ 決算審査特別委員会
26（火） 午後 9 時 30 分～ 決算審査特別委員会
27（水） 午後 9 時 30 分～ 決算審査特別委員会
28（木） 午後 9 時 30 分～ 決算審査特別委員会

10 2（月） 午後 3 時～ 本会議（決算ほか採決）
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不用品の買取・回収・販売
★ゴミの片付け・遺品整理も致します。

桂嶋恵美
［竜王四区］

　我が家の近くで子どもたちの遊ぶ声が少なくなっ
て久しく、静かな住宅街ですが、一抹の寂しさを感じ
ます。子どもたちの声を騒音として捉えている地域も
あるようだが、これからこの国を背負っていく子ども
たちは、地域で見守り、育てていきたいものです。
　月に一度、甲斐市内各中学校で、朝７時半から「あい
さつ運動」という活動をしています。保護司の先生方
と一緒に暑い日も寒い日も「おはようございます」の
声かけ運動をしています。私達も元気を貰えますが、
登校時の生徒達、時には恥ずかしそうに、友達と楽し
そうに話をしながら、また１人もくもくと登校してく
る生徒、様々ではあります。なかにはきちんと私達に
お辞儀をして通り過ぎる生徒さんもいます。「おはよ
うございます」と一言お互いに挨拶を交わすだけでも
自然と笑顔になり、小さな事柄ですが、日々の積み重
ねが思いやりの心に繋がるといいなと思います。現代
は、ラインでの会話、スマホと向き合う事が多く、私達
大人にも責任の一端を感じます。どんなに忙しくても
子どもたちと向き合い会話を楽しむ時間を少しでも
持ちたいものです。「おはよう」の一言でも良いです。
　この国の将来も担う子どもたちにこのふるさと甲
斐市にまた住みたいと思ってくださるよう心から願っ
ています。

上坂正彦
［団子区］

　私は、年に複数回は甲斐市議会の本会議を傍聴して
おります。苦言を申しますが、甲斐市議会は議論を交
す場になっていると感じられないことがあります。
　議員諸氏が質問し、市当局の市長あるいは部長が答
弁に立ち質疑が行われる。しかし、その先に議論へと
発展することはほとんどありません。
　ここ数回傍聴した市議会では、再質問、論戦、議論
に発展することはなく、討論を期待して傍聴しました
が、残念ながら論争・議論を聴いた記憶がほとんどあ
りません。
　今回傍聴した市議会で、特に感じた事柄が一つあり
ました。それは、戦前の治安維持法にかかわる問題です。
　戦争に対する考え方については、ヨーロッパや米国
では、国家賠償が実施されております。過ちは国家の
責任でその保証をすることが当然のことであると考
えます。
　先頃の国会での金田法相の発言と関連があるとは
思いませんが、今回の議会で審議された「治安維持法
犠牲者国家賠償法（仮称）の制定を求める意見書の提
出を求める請願」の審議結果については、市議の判断
は誠に残念であると思いました。
　戦争は最大な悪です。私は、平和を希求する市議会
であることを強く望みます。

子どもたちに
未来を託して

議会傍聴記

甲斐市創業塾の開講について
創業希望者・創業予定者・創業に興味のある方・第２創業を考えている方

＜カリキュラム＞
  9月16日（土）…○創業に必要となる心構え・意識改革

○ビジネスプラン作成①
  9月23日（土）…○マーケティングの基礎

○ビジネスプラン作成②
  9月30日（土）…○財務会計の基礎

○ビジネスプラン作成③
10月  7日（土）…○資金調達・公的支援

○ビジネスプラン作成④
＊各日 13：00～17：00実施　　受講料：3,000円　　定員：20名　　申込締切日：9月6日（水）
　希望者には、創業塾終了後、フォローアップ支援を致します。

甲斐市篠原2710-1
TEL 055-276-2385

http://www.kai-shokokai.jp

お申込みに関するお問い合わせ

甲斐市商工会


